
水素社会への貢献
未来の新エネルギーとして期待されている水素エンジンへの鋳造部品の貢献及び
水素エネルギー活用を紹介します。

【各国の水素エネルギーへの取組み】

【FCVへの貢献】

あ

・2030年までに
水素ステーション900箇所
FCV80万台
等の普及へ向けた
ロードマップ作成

・2020/7に水素戦略策定
2050年までに
生産側へ～4,700億ユーロ
ユーザー側へ～12億ユーロ
の投資を計画

・2020/6にカルフォルニア州
にてロードマップ作成
2030年までに
FCV100万台
水素ステーション200箇所
を目指す

・2030年までに
水素ステーション900箇所
FCV80万台
等の普及へ向けた
ロードマップ作成

世界各国にて水素普及に向けたロードマップが作成され、CN実現に向けたエネルギーとして注目
※出典：環境省 脱炭素化に向けた水素利活用に係る国内外の動向より1部引用

パワートレインがエンジンから燃料電池に代わっても
スタックケース、モーターケース、足回り部品（アーム類）など
様々な部品に鋳造は貢献

EU

日本

中国 アメリカ

FCスタックケース

TOYOTA MIRAI2 T/Aモーターケース

足回り部品（アーム類）

昇圧コンバータケース

FC用エアコンコンプレッサー

MIRAI FCシステム

※出典：トヨタ自動車株式会社公式企業サイト

https://www.youtube.com/embed/_ipfuWeXHFE


【水素普及への取組（全体）】

使うだけでなく、つくる～使うまで様々な産業が関わり、新たなビジネスとして注目されています
出典：経済産業省 「水素社会実現に向けた経済産業省の取組」より一部抜粋

自動車が水素使うだけではなく、
自動車を作る工場においても水素活用が検討され始めています

【水素普及への取組（工場）】

H2

貯める 送る

使う

CO2フリー水素

水素バーナー水素対応機器

水素配管
（高圧・低圧）

工場に実証試験場設置

水素バーナー

https://www.youtube.com/embed/GLnq11Kxoy0

